
 
 

 

長岡労働基準監督署 

 

長岡労働基準監督署においては、平成２９年より、中越３署（長岡・

小出・十日町）と連携し、足場からの墜落・転落災害防止を最重要課

題として取り組んでいるところですが、このたび、令和５年１０月１日

（一部規定は令和６年４月１日）より施行される改正労働安全衛生規

則に基づく足場からの墜落防止措置等について、大手ハウスメーカー

の営業所、地場店舗ブランドで展開する木建業者、県内の足場設置

工事専門業者（当署で把握した者）に対して周知徹底を行いました。 

 

※要請内容は別添のとおりです。 

「改正労働安全衛生規則に基づく足場からの墜落防

止措置等の徹底」について、関係事業者に対して周知

徹底を行いました 



長岡基署発 0630 第２号 

令 和 ５ 年 ６ 月 ３ ０ 日 

 

関係事業者各位 

 

長岡労働基準監督署長 

（公印省略） 

 

～足場からの墜落防止措置が強化されます～ 

改正労働安全衛生規則に基づく足場からの墜落防止措置等の徹底について（周知） 

 

 日頃より、自主的な労働災害防止活動を推進していただき、誠にありがとうございます。 

 この度、労働安全衛生規則が改正され令和５年１０月１日から施行されることから足場か

らの墜落・転落災害防止を徹底いただきたく関係資料を送付いたします。 

長岡労働基準監督署では、中越３署（長岡・小出・十日町）と連携し、足場からの墜落・

転落災害防止を最重要課題として取り組んでいるところであり、従来からの地区木造家屋

建築工事等安全対策協議会、関係建築組合との合同パトロールに加え、改正規則施行後

には、木建工事現場に対する監督指導を実施することとしています。その際は、改正規則に

基づいた足場からの墜落防止措置義務違反をはじめとする安全衛生関係法令違反につい

ては、是正勧告による改善を指導する予定としています。 

ついては、足場組立・解体時において、御社の労働者に対し墜落防止対策を講じること

は事業者として当然のことですが、足場の建地を間引くことなく、足場を本足場とすることに

より、手すりなどの墜落防止措置を講じてある足場を組立てていただくようお願いいたします。 

なお、高さが２メートル以上となる場所で墜落防止対策を的確に講じていないまま、職別

工事事業者に作業をさせている場合は、元請事業者（ハウスメーカー、工務店）に対して、

是正を勧告することとなりますので予めご承知ください。 

木建工事業に従事する労働者がより安全な作業ができるよう自主的な改善を重ねてお

願い申し上げます。 

おって、ご不明な点などございましたら担当までご連絡願います。 

 

【送付資料】 

資料１ パンフレット ～足場からの墜落防止措置が強化されます～ 

資料２ 木造家屋建築工事安全パトロール参考資料（令和５年） 

資料３ リーフレット「足場の「組立て」と「使用」に関する労働安全衛生法上の責任」 

資料４ 足場の作業前点検表（例） 

 

【担当】 

長岡労働基準監督署  

安全衛生課  佐 藤  満 

電  話：０２５８－３３－８７１１ 
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⑩メッシュシートあり ○ ⑪躯体隙間養生なし × 

①表示看板 ○ 

②手すり、中さん、巾木の逸脱 × 

③小口止めなし ×    ④手すりの逸脱 × 

⑤ジャッキベース長さ × 
⑥設置位置不良 ×        ⑦抜け止めなし × 

⑧上部及び作業床の固定なし ×   ⑨下部転位防止あり ○ 

⑫巾木（飛来落下防止）あり ○ 

⑬さん木の設置 ○            ⑭開口部養生不備 × 

木造建築工事安全パトロールにおける指導事項、問題点 

 長岡・小出・十日町 労働基準監督署 

 

 

1. 工事現場の掲示物 

現場名、施工業者名、作業主任者、建築確認、労災保険成立票など現場掲

示物がない。 

現場名は近隣者に不安を与えないためにも必ず掲示の徹底を。（写真①） 

 

2. 足場の構造 

手すり、中さん、小口止め、巾

木の逸脱、昇降設備がないも

のが散見される。（写真②③④）

（改正規則・墜落防止措置） 

足場盛替等点検の徹底を。 

 

ジャッキベ

ース長が長

い、設置位

置の不良、

建 地の 抜

け 止 め 措

置がない。（写真⑤⑥⑦） 

 

3. はしご、うま、脚立の使用 

はしごの上部固定、下部滑動等転位防止（写

真⑧⑨）、うまの単独使用禁止、脚立の天板

使用禁止。 

 

4. 二階開口部、躯体間の墜落防止、

物体落下防止（写真⑩～⑭） 

メッシュシートの設置、幅木、躯

体間のネットの設置、2 階床張

りの先行、階段室、クローゼッ

ト、窓の開口部養生を適切に

実施（改正規則・飛来落下防

止） 

 

5. 電動丸のこのカバーの固定 

   カバーを端材や紐等で固定して使わない。 

   始業点検等により可動状態の確認を。 
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足場の「組立て」と「使用」に関する労働安全衛生法上の責任 

元請であるＡ工務店が、①足場組立 C 社に正しい足

場を組立てさせたうえで、②Ａ工務店が中心となっ

て現場の安全管理を行いつつ、（「統括安全管理」と

いいます。）足場を実際に使用する職別の工事業者

（Ｂ～Ｅ社）とともに、足場の作業開始前点検を通

じて「有効保持」に努めることが必要となります。 

 

長岡労働基準監督署                        

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 足場に起因する労働災害は、多くは

足場の上で作業をしている場合です。 

 これに対する労働安全衛生法の責

任（刑事責任、行政責任）は、被災した

労働者を雇用している事業者（多くの

場合、職別の工事業者（Ｂ～Ｅ社））や

場合により元請（多くの場合Ａ工務店）

に対して問われます。 

 したがって、足場組立業者のＣ社が

労働安全衛生法の責任を負うことは原

則としてありません。 

（参考） 

民事責任は、多くの場合、労働災害

と相当因果関係のある事業者に対し

て問われることが考えられます。（な

お、責任を負う者が複数ある場合で、

そのうち１人が被害者に賠償した場

合には、他の責任を有する者の負担

すべき過失割合（責任割合）に応じ

て求償することは可能です。 

Ｂ Ｄ Ｃ Ｅ 

Ａ 

現場入場は 
組立時と解体時のみ 

足場を使った 
作業を行う 

足場を使った 
作業を行う 

H24.3 作成 

～法令が変わります～ 

今まで、ブラケット一側足

場にするかどうかは、足場の

建地を前後に設置できないく

らい敷地が狭あいかどうかと

いう観点から判断していまし

たが、法令改正により幅が１

メートル箇所において足場を

使用するときは、原則として

本足場（二側足場）とするよ

う基準が示されました。 

 

※なお、障害物の存在等、本足場

の使用が困難なときを除きます。 

※前踏み・後踏みの二側に建地を設けています。 

R５．６作成 
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